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論 文 審 査 結 果 の 要 旨

IgG4関連疾患では, 血清 IgG4の上昇を伴って, リンパ節を含む全身諸臓器に腫瘤形成がみられ

る。鑑別上問題となる形質細胞型キャッスルマン病では, IgG4 関連疾患と比較して血清 IgA が著

明に高値を示すため, 血清 IgA の値は両者の鑑別に有用であるとされている。今回, IgG4 関連疾

患患者 12 名及び形質細胞型キャッスルマン病患者 11 名のリンパ節病変を用いて, 組織中の IgA

発現を免疫組織化学を用いて検索した。採血データが得られた IgG4 関連疾患 8 例で血清 IgA 値は

157±81 mg/dl であったのに対して, キャッスルマン病では 621±192 mg/dl と有意に高値であっ

た(P<0.001)。組織学的検索では、キャッスルマン病で多く認められた IgA 陽性細胞（303±238 個

/3HPFs）は, IgG4 関連疾患では少数であった（31±37個/3HPFs）(P<0.001)。したがって, 病理

学的に免疫染色で IgA 発現の差異を調べることは、両者の鑑別に有用であることが示唆された。

IgG4関連疾患の診断にあたっては, 臨床情報だけでなく 病理所見や血清IgG4値を含む検査所見

を基に総合的に行われる必要がある。本研究により得られた IgA 免疫染色による知見は IgG4 関連

疾患の新たな診断基準作成の一助となると考える。 


